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市
水
道
事
業
所
で
は
、
水
道
に

関
す
る
作
品
を
募
集
す
る「
第
57

回
水
道
週
間
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開

催
。
図
画
、
習
字
、
標
語
、
作
文

の
部
で
作
品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ

市
内
の
小
中
学
生
と
一
般
か
ら

８
６
５
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。

　

市
コ
ン
テ
ス
ト
の
特
選
・
入
選

作
品
は
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
応

募
。
そ
の
結
果
、
作
文
小
学
生
低

学
年
の
部
で
及
川
直な
お

君
が
厚
生
労

働
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

市
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
選
作
品
は

水
道
事
業
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◉

菅
原
咲さ

綾や（
上
沼
小
）

皆
川
咲さ

空く（
上
沼
小
）、

千
葉
明あ

日す

香か（
上
沼
小
）

◉

加
藤
美み

桜お（
米
岡
小
）

浅
野
由ゆ

宇う（
石
越
小
）、

本
田
次じ

元げ
ん（
石
越
小
）、
岡
田
優ゆ

衣い

（
石
越
小
）

◉

大
宮
京き

ょ
う（
豊
里
小
・
中
）

佐
々
木
優ゆ

う

香か

（
米
山
中
）

◉

澁
谷
一か

ず

志し（
東
郷
小
）

舟
嶋
妃ひ

梛な（
米
谷
小
）、

舟
嶋
嶺り

ょ
う（
米
谷
小
）、
鈴
木
里り

鳳お

夏な

（
佐
沼
小
）

◉

千
葉
真ま

悠ゆ

子こ（
東
郷
小
）

野
家
羽は

夏な（
加
賀
野
小
）、

佐
野
渚な
ぎ
さ（
南
方
小
）、
佐
竹
莉り

菜な

（
佐
沼
小
）

◉

西
城
愛あ

い

菜な（
津
山
中
）

榊
原
優ゆ

う

真ま（
西
郷
小
）、

鈴
木
楓か

え
で（
南
方
小
）、千
葉
大ひ

ろ

夢む（
新

田
中
）

◉

及
川
直な

お（
加
賀
野
小
）

熊
谷
和な

ご
み（
上
沼
小
）、
山

田
怜れ

奈な（
登
米
小
）

◉

及
川
萌も

え（
加
賀
野
小
）

千
葉
寧ね

ね々（
新
田
小
）、

園
田
ゆ
り（
新
田
小
）、
阿
部
夏な

つ

海み

（
石
森
小
）

◉

渡
邊
ち
な
み（
中
田
中
）

大
友
萌め

衣い（
東
和
中
）、

及
川
好こ

う（
米
山
中
）、及
川
莉り

奈な（
米

山
中
）

　

登
米
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
は
、
地
域
で
育
児

を
手
助
け
で
き
る
人（
協
力
会
員
）

が
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人（
利

用
会
員
）に
援
助
す
る
活
動
で
す
。

◉
　

市
内
に
居
住
し
て
い
る
心
身
と

も
に
健
康
な
20
歳
以
上
で
、
自
宅

で
安
全
に
お
子
さ
ん
を
預
か
る
こ

と
が
で
き
る
人
。
市
が
主
催
す
る

講
習
会
を
受
講
し
た
人
。

◉

平
成
28
年
２
月
９
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
15
分

南
方
庁
舎（
２
階 

住
民

情
報
セ
ン
タ
ー
内
シ
ア
タ
ー
ホ
ー

ル
）

登
米
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
の
説
明
、

子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
・
遊
び
方
、

子
ど
も
の
心
と
体
の
発
達
に
つ
い

て
、
子
ど
も
の
事
故
・
事
故
防
止
・

応
急
処
置
に
つ
い
て

無
料

電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い平

成
28
年
２
月
３

日（
水
）

登

米
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
務
局（
南
方
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

平
成
28
年
１
月
10
日（
日
）

午
後
１
時
開
式（
受
け
付
け
＝
午

前
11
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
）

登と

米よ
ま

総
合
体
育
館（
と
よ

ま
蔵
ジ
ア
ム
）

平
成
７
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
❶
平
成
23
年
３
月
に

市
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
❷

平
成
27
年
９
月
１
日
現
在
、
市
内

に
在
住
、
住
所
を
有
す
る
人
❸
前

述
の
❶
❷
以
外
で
市
成
人
式
に
出

席
を
希
望
す
る
人

※
対
象
と
な
る
新
成
人
の
皆
さ
ん

に
は
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
式
当
日
は
案
内
状
を
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い（
12
月
中
旬
ま

で
に
案
内
状
が
届
か
な
い
場
合
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

教
育
委
員
会
教

育
部
生
涯
学
習
課

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

平
成
28
年
１
月
31
日（
日
）

午
後
２
時（
開
場
＝
午
後
１
時
）

：
北
海
道
札
幌
市
生
ま

れ
。
東
京
医
科
大
学
卒
業
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ラ
ジ
オ
第
一「
香
山
リ
カ
の
コ
コ
ロ

の
美
容
液
」で
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を

務
め
る
。〝

よ
い
子
〞
の
心
に
何
が

起
き
て
い
る
か
〜
ネ
ッ
ト
社
会
に

お
け
る
子
育
て
〜

登
米
祝
祭
劇
場（
大
ホ
ー

ル
）

無
料（
全
席
自
由
）

※
整
理
券
が
必
要
で
す

各
総
合
支

所
窓
口
、
市
民
生
活
部
市
民
生
活

　

市
で
は
新
た
に
降
っ
た
雪
が
、

お
お
む
ね
10
㌢
以
上
の
場
合
、
町

域
ご
と
に
除
雪
作
業
を
し
ま
す
。

　

作
業
は
幹
線
道
路
を
優
先
し
ま

す
。
町
域
全
体
が
完
了
す
る
ま
で

に
は
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
く
だ
さ
い
。
な
お
、
除
雪
作

業
に
よ
る
自
宅
付
近
の
雪
だ
ま
り

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
で
除
雪
い
た

だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
降
雪
や
路
面
凍
結
に
よ
っ
て

走
行
な
ど
に
支
障
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
場
合
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼
各
総
合
支
所
市
民
課

▼
建
設
部
土
木
管
理
課

▼
東
部
土
木
事
務
所
登
米
地
域
事

務
所（
道
路
管
理
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
７
１
６

課
、
企
画
部
市
民
活
動
支
援
課
、

登
米
祝
祭
劇
場
、
登
米
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会

お
お
む
ね
１
〜

６
歳
の
未
就
学
児
が
対
象
で
す
。

定
員
は
５
人
程
度
。
ご
希
望
の
人

は
、
平
成
28
年
１
月
15
日（
金
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

企
画
部
市
民
活

動
支
援
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３


